
 

 

 

 

 

 

 

運動能力の向上のために 

 昨日と本日、本校の子供たちが「体力テスト」にチャレンジ

しました。青空の下で、子供たちが全力で体を動かしている姿

は、見ていてとても気持ちがよかったです。 

さて、「体力テスト」は、小学

校高学年の場合、左の【表１】の

８種目の記録を取ります。 

そして、小学校は５年生（中

学校は２年生）のデータを教

育委員会に報告し、スポーツ

庁が全国のデータを集計し

て、毎年、児童生徒の運動能力の推移について分析しています。昨年の１２月に発表された令和４年度

の結果を見てみると、上の【表２】のように、私たちの愛知県は、小学生、中学生ともに、かなり厳し

い状況にあることがわかります。この状況を改善していくには、どうすればよいのでしょうか。 

 スポーツ庁によれば、右の

グラフに示したように、小学

校入学前から“外遊び”をたく

さんしていた子供ほど、運動

能力が高い傾向が見られると

のことです。また、この傾向

は、小学校１年生から６年生

まで、すべての学年で見られ

るそうです。運動能力の向上

のためには、“外遊び”が鍵と

なりそうです。これまでより

“外遊び”の機会を増やして

みてはいかがでしょうか。 
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【表１】体力テストの種目 

① 握力 

② 上体起こし 

③ 長座体前屈 

④ 反復横跳び 

⑤ ２０ｍシャトルラン 

⑥ ５０ｍ走 

⑦ 立ち幅跳び 

⑧ ソフトボール投げ 

【表２】 

（中日新聞webより） 

（スポーツ庁 HPより） 


